
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ハウジングやハンドル部を保護する電動工具を

提供する。

【解決手段】ハウジング１の反先端工具側のテール部１

ｃと、ハウジング１に固定されたハンドル部４と、ハウ

ジング１にハンドル部４と異なる向きで固定される補助

ハンドル部７とを備え、テール部１ｃとハンドル部４と

補助ハンドル部７との三者でハウジング１を所望の置き

場所１１に保持可能な電動工具において、テール部１ｃ

とハンドル部４とにおける所望の置き場所１１に接する

箇所にそれぞれプロテクタ８，９が取り付けられる。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ハ ウ ジ ン グ の 反 先 端 工 具 側 の テ ー ル 部 と 、 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ た ハ ン ド ル 部 と 、 ハ ウ ジ
ン グ に ハ ン ド ル 部 と 異 な る 向 き で 固 定 さ れ る 補 助 ハ ン ド ル 部 と を 備 え 、 テ ー ル 部 と ハ ン ド
ル 部 と 補 助 ハ ン ド ル 部 と の 三 者 で ハ ウ ジ ン グ を 所 望 の 置 き 場 所 に 保 持 可 能 な 電 動 工 具 に お
い て 、 テ ー ル 部 と ハ ン ド ル 部 と に お け る 所 望 の 置 き 場 所 に 接 す る 箇 所 に そ れ ぞ れ プ ロ テ ク
タ が 取 り 付 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 電 動 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 電 動 工 具 に お い て 、 プ ロ テ ク タ が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た こ と を 特 徴
と す る 電 動 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 動 工 具 に お い て 、 プ ロ テ ク タ が 所 望 の 置 き 場 所 に 接 し 得
る テ ー ル 部 の 一 部 と ハ ン ド ル 部 の 一 部 を そ れ ぞ れ 覆 う よ う に 形 成 さ れ 、 所 望 の プ ロ テ ク タ
に 軽 量 化 用 の 切 欠 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 電 動 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 動 工 具 に お い て 、 先 端 工 具 及 び 補 助 ハ ン ド ル
部 を 取 り 外 し た 状 態 で ハ ウ ジ ン グ を 所 望 の 置 き 場 所 か ら 浮 上 さ せ 得 る よ う に 、 テ ー ル 部 の
プ ロ テ ク タ が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 電 動 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ポ リ ッ シ ャ 、 ド リ ル 、 サ ン ダ 等 の 電 動 工 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ４ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ３ － ４ ４ ７ ５ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 電 動 工 具 で あ る ポ リ ッ シ ャ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 反 先 端 工 具 側 に テ ー
ル 部 を 有 し 、 ハ ウ ジ ン グ の 側 面 か ら 互 い に 異 方 向 に 突 出 す る ハ ン ド ル 部 と 補 助 ハ ン ド ル 部
と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る 電 動 工 具 で あ る グ ラ イ ン ダ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 側 面 か ら 互 い に 異 方
向 に 突 出 す る ハ ン ド ル 部 と 補 助 ハ ン ド ル 部 と を 備 え る 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ の ト ッ プ 部 に プ
ロ テ ク タ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る ポ リ ッ シ ャ は 床 等 に 置 く と 、 ハ ウ ジ ン グ 、 ハ ン ド ル 部 等 が 傷 つ き
や す い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る グ ラ イ ン ダ は 、 床 等 に 安 定 的 に 置 く に は ハ ウ ジ ン グ の ト ッ
プ 部 を 広 い 面 積 を 有 す る 平 坦 面 に 形 成 し な け れ ば な ら ず 、 平 坦 面 が 小 さ い 場 合 に は ハ ウ ジ
ン グ が 傾 い て ハ ウ ジ ン グ や ハ ン ド ル 部 が 接 地 し 傷 つ き や す い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 っ て 、 本 発 明 は 上 記 諸 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き る 電 動 工 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 反 先 端 工 具 側 の テ ー
ル 部 （ １ ｃ ） と 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に 固 定 さ れ た ハ ン ド ル 部 （ ４ ） と 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ）
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に ハ ン ド ル 部 （ ４ ） と 異 な る 向 き で 固 定 さ れ る 補 助 ハ ン ド ル 部 （ ７ ） と を 備 え 、 テ ー ル 部
（ １ ｃ ） と ハ ン ド ル 部 （ ４ ） と 補 助 ハ ン ド ル 部 （ ７ ） と の 三 者 で ハ ウ ジ ン グ （ １ ） を 所 望
の 置 き 場 所 （ １ １ ） に 保 持 可 能 な 電 動 工 具 に お い て 、 テ ー ル 部 （ １ ｃ ） と ハ ン ド ル 部 （ ４
） と に お け る 所 望 の 置 き 場 所 （ １ １ ） に 接 す る 箇 所 に そ れ ぞ れ プ ロ テ ク タ （ ８ ， ９ ） が 取
り 付 け ら れ た 電 動 工 具 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 動 工 具 に お い て 、 プ ロ テ ク タ （ ８ ， ９ ） が
着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 電 動 工 具 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 動 工 具 に お い て 、 プ ロ テ ク タ
（ ８ ， ９ ） が 所 望 の 置 き 場 所 （ １ １ ） に 接 し 得 る テ ー ル 部 （ １ ｃ ） の 一 部 と ハ ン ド ル 部 （
４ ） の 一 部 を そ れ ぞ れ 覆 う よ う に 形 成 さ れ 、 所 望 の プ ロ テ ク タ （ ８ ） に 軽 量 化 用 の 切 欠 部
（ ８ ａ ） が 設 け ら れ た 電 動 工 具 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 動 工 具 に お い て 、
先 端 工 具 （ １ ２ ） 及 び 補 助 ハ ン ド ル 部 （ ７ ） を 取 り 外 し た 状 態 で ハ ウ ジ ン グ （ １ ） を 所 望
の 置 き 場 所 （ １ １ ） か ら 浮 上 さ せ 得 る よ う に 、 テ ー ル 部 （ １ ｃ ） の プ ロ テ ク タ （ ８ ） が 形
成 さ れ た 電 動 工 具 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 電 動 工 具 で あ る ポ リ ッ シ ャ は 、 モ ー タ 、 伝 動 装 置 等 （ 図
示 せ ず ） を 格 納 し た ハ ウ ジ ン グ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ハ ウ ジ ン グ １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 横 長 の 胴 部 １ ａ の 前 後 に ヘ ッ ド 部 １ ｂ
と テ ー ル 部 １ ｃ と を 有 す る 。 胴 部 １ ａ 内 に モ ー タ が 格 納 さ れ 、 ヘ ッ ド 部 １ ｂ か ら は モ ー タ
に よ り 回 転 す る 出 力 軸 ２ が 前 方 に 突 出 し 、 こ の 出 力 軸 ２ に 先 端 工 具 で あ る 研 磨 具 １ ２ が 着
脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 。 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 部 １ ｂ と テ ー ル 部 １ ｃ は 胴
部 １ ａ の 前 後 に そ れ ぞ れ 固 定 ネ ジ ３ に よ り 固 定 さ れ 、 胴 部 １ ａ 内 を 前 後 か ら 遮 蔽 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 下 部 に は 、 こ の 電 動 工 具 を 手 で 保 持 す る た め
の ハ ン ド ル 部 ４ が 固 定 さ れ る 。 ハ ン ド ル 部 ４ に は モ ー タ を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る た め の ト リ ガ
ス イ ッ チ ５ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
胴 部 １ ａ と ハ ン ド ル 部 ４ は 一 体 化 さ れ て お り 、 合 成 樹 脂 等 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ の ヘ ッ ド 部 １ ｂ の 左 右 の 側 壁 に は そ れ ぞ れ ネ ジ 穴 ６ ａ を
有 す る 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ の 取 付 け 部 ６ が 形 成 さ れ 、 こ の 左 右 い ず れ か 一 方 の ネ ジ 穴 ６ ａ に
補 助 ハ ン ド ル 部 ７ の ネ ジ 棒 が 螺 入 さ れ る 。 取 付 け 部 ６ は ハ ウ ジ ン グ の 左 右 両 側 面 か ら ボ ス
状 に 突 出 す る 突 起 と し て 形 成 さ れ る 。 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ は ハ
ウ ジ ン グ １ に 対 し て ハ ン ド ル 部 ４ と 異 方 向 に 突 出 す る よ う に 設 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 作
業 者 は ハ ン ド ル 部 ４ を 片 手 で 持 ち 、 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ を 他 の 片 手 で 持 っ て 、 先 端 工 具 で あ
る 研 磨 具 １ ２ で 研 磨 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 作 業 を 中 断 、 中
止 し た と き に 、 電 動 工 具 を テ ー ル 部 １ ｃ と ハ ン ド ル 部 ４ と 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ と の 三 者 を 利
用 し て 安 定 的 に 置 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う に 、 電 動 工 具 を 床 等 の 所 望 の 置 き 場 所 に 対 し 頻 繁 に 下 ろ し た り 持 上 げ た り す る と
、 テ ー ル 部 １ ｃ や ハ ン ド ル 部 ４ に 傷 が つ き や す く 、 ま た 落 と し た り す る と 破 損 し や す い 。
そ こ で 、 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す よ う に 、 テ ー ル 部 １ ｃ と ハ ン ド ル 部 ４ と に お け る 所 望 の 置 き
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場 所 に 接 す る 箇 所 に は 、 そ れ ぞ れ プ ロ テ ク タ ８ ， ９ が 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ う に 、 傷 つ
き や す い テ ー ル 部 １ ｃ や ハ ン ド ル 部 ４ に プ ロ テ ク タ ８ ， ９ が 装 着 さ れ る こ と に よ り 、 長 期
間 の 使 用 に よ っ て 繰 り 返 さ れ る 接 地 や 、 衝 撃 か ら 電 動 工 具 が 保 護 さ れ る 。 プ ロ テ ク タ ８ ，
９ は 、 樹 脂 、 ゴ ム 等 の 非 金 属 材 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 軽 量 金 属 材 の よ う な 磨 耗 や 割 れ に 対 し
て 耐 性 の あ る 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は テ ー ル 部 １ ｃ と ハ ン ド ル 部 ４ に の み プ ロ テ ク タ が 設 け ら れ て い
る が 、 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ 等 の 他 の 部 分 に も プ ロ テ ク タ を 取 り 付 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
各 プ ロ テ ク タ ８ ， ９ は ハ ウ ジ ン グ １ の テ ー ル 部 １ ｃ や ハ ン ド ル 部 ４ に 接 着 剤 等 に よ り 接 着
し て も よ い が 、 望 ま し く は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 止 め ネ ジ １ ０ に よ り 着 脱 可 能 に 取 り 付 け
ら れ る 。 こ の た め 、 プ ロ テ ク タ ８ ， ９ が 長 期 間 の 使 用 に よ り 摩 耗 し た り 、 衝 撃 に よ り ひ び
割 れ が 発 生 し た 場 合 に は 、 止 め ネ ジ １ ０ を 外 す こ と に よ り 簡 易 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 各 プ ロ テ ク タ ８ ， ９ は 、 テ ー ル 部 １ ｃ や ハ ン ド ル 部 ４ の 全 表 面 を 覆 う よ う に 形 成 し
て も よ い が 、 望 ま し く は 、 図 ４ の ご と く 床 １ １ 等 の 所 望 の 置 き 場 所 に 置 い た と き に 、 図 １
乃 至 図 ３ に 示 す よ う な 床 １ １ に 接 し 得 る テ ー ル 部 １ ｃ の 一 部 と ハ ン ド ル 部 ４ の 一 部 を そ れ
ぞ れ 覆 う よ う に 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 プ ロ テ ク タ ８ ， ９ の 装 着 範 囲 が 必 要 最 小 限 に 留
め ら れ 、 電 動 工 具 の 重 量 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 テ ー ル 部 １ ｃ の プ ロ テ ク タ ８ に は 、 望 ま し く は 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 軽
量 化 用 の 切 欠 部 ８ ａ が 設 け ら れ る 。 切 欠 部 ８ ａ は テ ー ル 部 １ ｃ の 中 央 に 例 え ば 凹 溝 と し て
形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 プ ロ テ ク タ ８ か ら 余 剰 肉 が 除 去 さ れ 、 電 動 工 具 の 更 な る 軽 量 化
が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ は 、 ネ ジ を 緩 め た り 締 め 付 け た り す る こ と に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ １ に
対 し て 着 脱 す る こ と が で き 、 作 業 に 不 要 な 場 合 は ハ ウ ジ ン グ １ か ら 取 り 外 さ れ る 。 ま た 、
上 記 先 端 工 具 で あ る 研 磨 具 １ ２ も 交 換 等 に 際 し 出 力 軸 ２ か ら 取 り 外 さ れ る 。 こ の よ う に 補
助 ハ ン ド ル 部 ７ と 研 磨 具 １ ２ を 取 り 外 し た 電 動 工 具 を 床 １ １ 等 の 所 望 の 置 き 場 所 に 置 く 場
合 、 ハ ウ ジ ン グ １ が 床 １ １ に 直 に 接 触 す る と 傷 が 付 き や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ こ で 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 研 磨 具 １ ２ 等 の 先 端 工 具 及 び 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ を 取 り 外 し た
状 態 で ハ ウ ジ ン グ １ を 所 望 の 置 き 場 所 か ら 浮 上 さ せ 得 る よ う に 、 テ ー ル 部 １ ｃ の プ ロ テ ク
タ ８ が 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 テ ー ル 部 １ ｃ の プ ロ テ ク タ ８ の 左 右 両 端 （ 図 ５ 中 テ ー ル
部 の 上 下 両 端 ） に ハ ウ ジ ン グ １ の 胴 部 １ ａ の 左 右 の 側 面 か ら 張 り 出 す よ う に 凸 部 ８ ｂ が 形
成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 電 動 工 具 か ら 先 端 工 具 や 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ を 取 り 外 し て 床 １ １ に
放 置 し た 場 合 で も 、 凸 部 ８ ｂ が 床 １ １ に 接 触 し て ハ ウ ジ ン グ １ を 床 １ １ 上 に 浮 き 上 が ら せ
、 ハ ウ ジ ン グ １ を 摩 耗 、 衝 撃 等 か ら 保 護 す る 。 こ の と き 、 ヘ ッ ド 部 １ ｂ に お け る 補 助 ハ ン
ド ル 部 ７ の 取 付 け 部 ６ も 凸 部 ８ ｂ と 同 様 な 作 用 を 果 た し て ハ ウ ジ ン グ １ を 床 １ １ 上 に 浮 き
上 が ら せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 上 記 構 成 の 電 動 工 具 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ハ ウ ジ ン グ １ の ヘ ッ ド 部 １ ｂ か ら 突 出 す る 出 力 軸 ２ に 研 磨 作 業 を す る た め の 研 磨 具 １ ２ を
取 り 付 け 、 ヘ ッ ド 部 １ ｂ の 側 面 の ネ ジ 穴 ６ ａ に 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ト リ ガ ス イ ッ チ ５ を 引 い て 図 示 し な い モ ー タ を 起 動 さ せ る と 、 出 力 軸 ２ が 回 転 し 、 研 磨 具
１ ２ 等 の 先 端 工 具 が 出 力 軸 ２ と 共 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
作 業 者 は 、 ハ ン ド ル 部 ４ を 片 手 で 保 持 し 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ を も う 一 方 の 片 手 で 保 持 し て ハ
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ウ ジ ン グ １ を 支 え つ つ 、 研 磨 具 １ ２ を 図 示 し な い ワ ー ク に 押 し 付 け 研 磨 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
作 業 の 中 断 、 中 止 の 際 作 業 者 は 電 動 工 具 を 床 １ １ 等 に 置 く が 、 そ の 場 合 は 、 図 ４ に 示 す よ
う に 、 先 端 工 具 で あ る 研 磨 具 １ ２ が 傷 ま な い よ う に 先 端 工 具 を 上 に 向 け た 状 態 で 置 く 。 す
な わ ち 、 テ ー ル 部 １ ｃ 、 ハ ン ド ル 部 ４ 、 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ の 三 者 が 床 １ １ に 接 触 す る よ う
に 置 く 。 電 動 工 具 は こ の よ う に 三 本 の 脚 で 支 え ら れ る の で 、 安 定 し た 状 態 で 床 １ １ 上 に 置
か れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 テ ー ル 部 １ ｃ 、 ハ ン ド ル 部 ４ に は 床 １ １ に 接 す る 箇 所 に プ ロ テ ク タ ８ ， ９ が 取 り 付
け ら れ て い る の で 、 樹 脂 等 で 作 ら れ た ハ ウ ジ ン グ １ の 胴 部 １ ａ と 床 １ １ と の 直 接 接 触 が 回
避 さ れ る 事 に な る 。 従 っ て 、 電 動 工 具 の 長 期 間 の 繰 り 返 し 使 用 に 対 し て も 、 ハ ウ ジ ン グ １
や 、 ハ ン ド ル 部 ４ の 摩 耗 、 割 れ 等 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
プ ロ テ ク タ ８ ， ９ が 摩 耗 し た り 、 割 れ を 生 じ た り し た 場 合 は 、 外 部 か ら 固 定 ネ ジ １ ０ を 緩
め て 新 し い プ ロ テ ク タ ８ ， ９ と 付 け 換 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 先 端 工 具 で あ る 研 磨 具 １ ２ や 補 助 ハ ン ド ル 部 ７ を ハ ウ ジ ン グ １ か ら 外
し た 状 態 で 電 動 工 具 を 床 １ １ に 置 く 場 合 も あ る が 、 そ の と き は 、 テ ー ル 部 １ ｃ の 両 側 か ら
突 出 し た プ ロ テ ク タ ８ の 凸 部 ８ ｂ が 床 １ １ に 接 し 、 ま た 、 取 付 け 部 ６ が 床 １ １ に 接 し 、 ハ
ウ ジ ン グ １ を 床 １ １ 上 に 浮 上 さ せ る の で 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 胴 部 １ ａ 等 が 摩 耗 や 衝 撃 か ら 守
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 ハ ウ ジ ン グ の 反 先 端 工 具 側 の テ ー ル 部 と 、 ハ ウ ジ ン グ に 固
定 さ れ た ハ ン ド ル 部 と 、 ハ ウ ジ ン グ に ハ ン ド ル 部 と 異 な る 向 き で 固 定 さ れ る 補 助 ハ ン ド ル
部 と を 備 え 、 テ ー ル 部 と ハ ン ド ル 部 と 補 助 ハ ン ド ル 部 と の 三 者 で ハ ウ ジ ン グ を 所 望 の 置 き
場 所 に 保 持 可 能 な 電 動 工 具 に お い て 、 テ ー ル 部 と ハ ン ド ル 部 と に お け る 所 望 の 置 き 場 所 に
接 す る 箇 所 に そ れ ぞ れ プ ロ テ ク タ が 取 り 付 け ら れ た 電 動 工 具 で あ る か ら 、 電 動 工 具 を 床 等
の 所 望 の 置 き 場 所 に テ ー ル 部 と ハ ン ド ル 部 と 補 助 ハ ン ド ル 部 と の 三 者 を 利 用 し て 安 定 的 に
置 く こ と が で き 、 こ れ ら 三 者 の う ち 傷 つ き や す い テ ー ル 部 と ハ ン ド ル 部 に そ れ ぞ れ プ ロ テ
ク タ が 装 着 さ れ る の で 、 長 期 間 の 使 用 に よ っ て 繰 り 返 さ れ る 接 地 や 、 衝 撃 か ら 電 動 工 具 が
保 護 さ れ る 。 従 っ て 、 電 動 工 具 の 耐 久 性 が 向 上 す る と 共 に 、 外 観 品 質 も 長 期 に わ た り 維 持
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 動 工 具 に お い て 、 プ ロ テ ク タ が 着 脱 可
能 に 取 り 付 け ら れ た こ と か ら 、 プ ロ テ ク タ が 長 期 間 の 使 用 に よ り 摩 耗 し た り 、 衝 撃 に よ り
ひ び 割 れ が 発 生 し た 場 合 に は 、 簡 易 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 動 工 具 に お い て 、 プ ロ テ
ク タ が 所 望 の 置 き 場 所 に 接 し 得 る テ ー ル 部 の 一 部 と ハ ン ド ル 部 の 一 部 を そ れ ぞ れ 覆 う よ う
に 形 成 さ れ 、 所 望 の プ ロ テ ク タ に 軽 量 化 用 の 切 欠 部 が 設 け ら れ た こ と か ら 、 プ ロ テ ク タ の
装 着 範 囲 を 必 要 最 小 限 に 留 め る と 共 に 不 要 部 を 切 欠 部 に よ り 除 去 す る こ と が で き 、 従 っ て
電 動 工 具 を 軽 量 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 動 工 具 に お い
て 、 先 端 工 具 及 び 補 助 ハ ン ド ル 部 を 取 り 外 し た 状 態 で ハ ウ ジ ン グ を 所 望 の 置 き 場 所 か ら 浮
上 さ せ 得 る よ う に 、 テ ー ル 部 の プ ロ テ ク タ が 形 成 さ れ た こ と か ら 、 電 動 工 具 か ら 先 端 工 具
や 補 助 ハ ン ド ル を 取 り 外 し て 床 等 に 放 置 し た 場 合 で も 、 ハ ウ ジ ン グ が プ ロ テ ク タ に よ り 床
等 か ら 浮 き 上 が る よ う に 支 持 さ れ る た め 、 ハ ウ ジ ン グ が 摩 耗 、 衝 撃 等 か ら 守 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 電 動 工 具 を 先 端 工 具 と 共 に 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 電 動 工 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 電 動 工 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 電 動 工 具 を 所 望 の 置 き 場 所 に 置 い た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 電 動 工 具 か ら 先 端 工 具 と 補 助 ハ ン ド ル 部 を 除 い た 状 態 で 所 望 の 置 き 場
所 に 置 い た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … ハ ウ ジ ン グ
１ ｃ … テ ー ル 部
４ … ハ ン ド ル 部
７ … 補 助 ハ ン ド ル 部
８ ， ９ … プ ロ テ ク タ
８ ａ … 切 欠 部
１ １ … 床
１ ２ … 研 磨 具
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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